
地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター（東京都健康長寿医療センター研究所）・東京都健康長寿医療セ
ンター研究所・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６７４

挑戦的研究（萌芽）

2019～2018

認知機能低下高齢者の社会貢献活動継続の秘訣を探る―社会学的・神経生理学的検討―

Social participation among older adults with cognitive impairments

００７４９８５６研究者番号：

桜井　良太（Sakurai, Ryota）

研究期間：

１８Ｋ１８４７０

年 月 日現在  ２   ６ １２

円     4,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、認知機能が低下しているにもかかわらず、ボランティア活動といった社
会参加活動を続けられている高齢者の疫学的および神経・生理学的特徴を明らかにすることを目的とした。研究
の結果、認知機能が低下していても社会参加活動を行えている高齢者では、社会的ネットワーク（他者との関わ
り合い）が広く、認知活動を司る嗅内野の容量が有意に大きい傾向が認められた。この結果から、他者との関わ
り合いが維持されていることや、認知機能検査得点は低下しているものの、その機能を司る神経基盤はある程度
保たれていることが、認知機能が低下していても社会参加活動を可能とする要因であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to reveal the characteristics of 
older adults who can engage in social participation activities such as volunteer activities despite 
their cognitive impairments. We found that a decent social network and a larger volume of the 
entorhinal cortex were possible key factors for continuation of social engagement activities among 
older adults with cognitive impairment.

研究分野： 応用健康科学

キーワード： 社会参加　高齢者　社会的ネットワーク　脳容量
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、従来、社会参加活動を行うことが困難であると見なされていた認知機能低下高齢者において、特定
の高齢者は社会参加活動を行っているという矛盾した事実に着目し、そのような高齢者の特徴を検討した。研究
の結果、認知機能が低下しているが社会参加活動を継続できている高齢者では、人のつながりが維持され、認知
機能を司る脳部位の萎縮が少ないことが明らかとなった。これらの結果は、高齢期の社会参加の重要性を示唆し
ており、本研究の社会的意義を示すものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
一般的に、認知機能の低下は高次の生活機能低下のリスクファクターとして考えられている

ため、認知機能が低下してきた高齢者では、真っ先にボランティア活動などの高いレベルが要求
される社会参加活動を行うことが出来なくなっていくと考えられてきた。しかしながら、最近で
は「認知機能検査の得点は低いにもかかわらず、社会参加活動に勤しんでいる高齢者」を、目に
することが多くなってきた。このような従来の認識を覆すような高齢者の特徴を詳細に調べる
ことにより、①認知機能が低下した状態であっても地域で暮らすこと、②社会参加活動を通じた
認知症発症の先延ばし方略の可能性を明らかにすることができるかもしれない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、正常加齢のレベルに比べて認知機能が顕著に低下しているにもかかわらず、ボラ

ンティア活動といった社会参加活動を続けられている地域在住高齢者が一定数存在することに
着目し、そのような高齢者の疫学的および神経・生理学特徴を明らかにし、社会参加活動継続の
意義を生活機能維持の面から解明することを目的とする。具体的には以下の 2 点に着目して研
究を進めていく。①地域において、認知機能が低下しているにもかかわらず、何らかの社会参加
活動を行えている高齢者の割合を明らかにした上で、その疫学的特徴を明らかにする（研究 A）。
加えて、②そのような高齢者は、なぜ社会参加活動を継続することができるのか、そして、社会
参加活動を行うことによってどのような心身機能変化が起こっているのかについて、脳画像検
査（研究 B）およびインタビュー調査（研究 C）を用いて明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
（1）研究（A） 
 会場型健診の結果を用いて、認知機能が低下しているにもかかわらず、社会参加活動を続けら
れている高齢者の抽出を行った。認知機能低下者は全般的な認知機能を測定する MoCA-J
（Japanese version of Montreal Cognitive Assessment）の得点が 25点（30点満点中）を下
回る者と定義し、社会参加活動の有無は、高次の社会参加活動であるボランティア活動の有無か
ら定義した。認知機能低下者のうち、ボランティア活動を行っている高齢者の割合を算出し、そ
の特徴を属性、身体・心理・認知機能から検討した。 
 
 
（2）研究（B） 
都市部在住の高齢者を対象に行った複合的健診調査参加者から希望者を募り、脳画像検査を

行った。認知機能低下者における社会参加活動継続者の脳構造特徴を明らかにするため、参加者
のうち全般的な認知機能指標である MoCA-J の得点が 25 点を下回る者を認知機能低下者として
解析対象とした。社会参加活動継続者については、JST 版活動能力指標における社会参加下位尺
度得点が 4点満点中 2点以上の者と定義した（すなわち「地域活動」、「町内会活動」、「地域の世
話役」、「ボランティア活動」のうち 2 つ以上の活動を実施している者）。脳画像の解析には
FreeSurfer を用い、前頭葉および側頭内側部の脳部位（社会参加活動遂行に寄与する実行機能
や記憶機能といった機能を司る脳部位）に着目して、社会参加活動の有無による違いを検討した。 
 
 
（3）研究（C） 
 大規模健診参加者 222 名のうち、全般的な認知機能（MMSE および MoCA）および記憶機能（日
本語版 WMS-R ロジカルメモリー）が、性別および年齢階級別平均に比べ 1.5 標準偏差低い高齢者
で、特定のボランティア活動を行っている高齢者を抽出し、構造化インタビューを行った。この
際のインタビューでは、社会参加活動への動機付けおよび他者からのサポートの受領などに着
目してインタビューを行った。 
 
 
４．研究成果 
（1）研究（A） 
健診参加者 677 名のうち、認知機能低下者は 370

名（全体の 54.7%）であった。このうち社会貢献活
動であるボランティア活動を行っている者は 30 名
（認知機能低下者の 8.1%）であった。ロジスティッ
ク回帰分析を用いて、認知機能が低下しているにも
かかわらずボランティア活動を行えている要因を
検討したところ、服薬数が有意に少なく、社会的ネ
ットワーク（他者との関わり合いの多寡）の尺度で
ある Lubben Social Network Scale の得点が高いこ
とがボランティア活動実施の要因となっているこ
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図 1. ボランティア活動の有無別の 
Lubben Social Network Scale 得点 



とが明らかとなった（図 1）。以上の結果から、健康状態が比較的良好で、他者との関わり合い
が維持されていることが認知機能が低下していても社会参加活動を行える要因である可能性が
示唆された。ただしこれらの要因の違いは、ボランティア活動を行っている結果とも解釈できる
ため、知見の一般化に際しては注意が必要である。 
 

 
（2）研究（B） 
脳画像検査には 172 名が参加し、そのうち 129 名

（75.0％）が MoCA 得点 25点未満の認知機能低下者
であった。このうち JST 版活動能力指標の社会参加
下位尺度得点が 2点以上の者は 37名（28.7%）であ
った。この社会参加下位尺度得点の違いで脳構造を
比較したところ、社会参加活動を有する者（2 点以
上の者）では、認知活動を司る嗅内野の容量が有意
に大きい傾向が認められた。この傾向は性別、年齢、
IADL レベル、認知機能得点を調整しても有意であっ
た。この結果から、社会参加活動を行っている認知
機能低下者では、認知機能検査得点は低下している
ものの、その機能を司る神経基盤はある程度保たれ
ている可能性が示唆された。 
 
 
（3）研究（C） 
性別および年齢階級別平均に比べ 1.5 標準偏差低い高齢者で、特定のボランティア活動を行

っている高齢者は 15名であった。このうち、14 名の高齢者に対してインタビューを行った。イ
ンタビュー内容に対する解析の結果、認知機能が低下しているにもかかわらずボランティア活
動を行っている高齢者では、長期にわたり活動を行ってきた者が多く、自身の機能レベルに合わ
せて活動内容や頻度を調整できていることが分かった。当初は、自身の機能低下に対して他者か
ら援助を受けるようなサポートの受領が活動中にあると予想していたが、必ずしも他者からサ
ポートを受けながら活動をしているようなことはなく、自身の機能低下と折り合いをつけてい
る傾向が認められた。 
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